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1.はじめに

ここでは具体的なプログラムを通してOS/2のマルチスレッド及びPM (プ

レゼンテーションマネージャ)におけるヘルプに関して述べる.

シングルユーザマルチタスクのOSであるOS/2は複数のプログラム (プロ

セス)を同時に実行できる｡さらに1個のプログラム (プロセス)をいくっか

のスレッドに分割してそれらを同時に実行できる｡ すなわちOS/2において実

行単位はスレッ ドであり,1個のプログラム (プロセス)が 1個のスレッドか

ら成り立っている場合や,複数のスレッドから成り立っている場合があるわけ

である｡例えば,C言語でプログラムを書 くときはmain関数はメインスレッ

ドを構成し,プログラム中で新しくスレッドを生成しない限り1個のスレッド

からなるプログラムとなる｡ OS/2のGUI環境であるPMのプログラムにお

いては長い処理時間を要する仕事を別スレッドとして生成し,ユーザーからの

(キーボー ドやマウスによる)入力を処理する部分と別けることによりユー
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ザ-からの入力に対する反応を早くすることが出来る｡新しいスレッドを生成

するのはシステム関数を呼び出すだけでよいのだが,マルチスレッド化により

新たに対処しなければならない問題 (資源の共有)も生じる｡

PM のプログラムではユーザーの便宜のために各メニュー項目等にヘルプ

をっけることが勧められている｡ユーザーがどうしたら良いか分からない時に

<f･1>キーを押せば適当な指示を記載したヘルプ画面を表示するようにす

るのである｡

以上のマルチスレッド及びヘルプを実現する方法を以下に説明する｡利用し

たプログラム例は以前発表した ｢フルスクリーン用プログラムの始動｣

(STARTFUL.EXE)である｡図にソースプログラムの一部を入れてある

が,これらは元の完全なものから大部分を削除してあり,プログラムの流れの

大体の感じを表すことだけを意図している｡また,関数のうちWinとDosで

始まるものはシステム関数であり,それ以外は作成したものである｡

2.マルチスレッド

OS/2の実行単位はスレッドと呼ばれるものである｡このスレッドをある

時間実行して次にまた別のスレッドを実行する｡ これを続けることにより複数

のスレッドを同時に実行している｡ここであるスレッドの処理を中断したとき

にどのスレッドの処理を始めるかであるが,各スレッドは3つの優先順位のク

ラス (タイムクリティカル,レギュラー,アイドルタイム),さらに各クラス

が32のレベルに分かれている,のどれかに属しており,このうち優先順位の高

いものから順にCPU時間が割り当てられる｡長い処理時間がかかる仕事を別

スレッドとして生成し,ユーザーからの入力を処理するスレッドの優先権を上

げておくと長い仕事の処理中でも優先権の高いユーザーからの入力を先に処理

することになる. ｢フルスクリーン用プログラムの始動｣ (STARTFUL

EXE)において以下のようにマルチスレッド化を行った｡

｢フルスクリーン用プログラムの始動｣ではリストボックスからプログラム

を選択することによって始動させる｡このプログラムを実際に始動させる部分
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を別スレッドとして生成した｡まず,main関数内でユーザーの入力処理を含

むクライアントウィンドウプロシージャClientWndProcの属するメインス

レッドの優先権を1レベル上げる｡ (図.1参照)

DosSetPrty(PRTYS_ THREAD,PRTYC_ NOCHANGE,1,0);

削nclude''myhelp.h'' /‡ヘルプのためのヘッダファイル*/

USHORTmainくSHORTargc)
i
hab=Uinlnitialize(0);

hmq≡UinCreateMsIQueue(hah,0);
UinRegisterClass(hah,szClientClass,

ClientUndProc,CS_SIZEREt)RAW,0);
hndFranle=UinCreateStdUindow(HUND_DESKTOP,OL,

&f]FrameFIags,sZCHentC)ass,
NULL,OL,(HMODULE)NULL,.D_RESOURCE,
&hndClient);

if(日nitHe]p(hah,hvndFrame))/*ヘルプインスタンスの作成‡/
t

UinMessageBox(HWND_DESKTOP,HUND_DESKTOP,
"ヘルプがインストール出来ません!",
szClientCtass,0,
MB_OKIMELICONEXCLAMAT10N);

uinDestroyUindoLJ(hwndFrame);
UinDestroyMsgQueue(hmq);
UinTerminate(hah);
returnl;
〉

DosSetPrty(PRTYS_THREAD,PRTYC_NOCH'ANGE,1,0),･
/*メインスレッドの優先権を1レベル上げる事/

while(TRUE)
t

while(UinGetMsS(hah,&叩Sg,NULL,0,0))
UinDispatchMsg(hah,&qmsg);

if(UinDIgBox(HUND_DESKTOP,hwndCl看ent,
EndDlgProc,(HMODULE)NULL,lDD_END,NULL))

break;
UinCanceIShutdown(hmq,FALSE);
〉

TerminateHelp(hndFrame); /事ヘルプインスタンスの破壊‡/
UinDestroyUindow(hundFrame);
UinDestroyMsgQueue(hmq);
WinTermimate(nab);
｢eturn0;
)

図.1 main関数
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後はリス トボックスからのプログラムが選択されたというメッセージを受け

取った時点でそのプログラムを始動するスレッドを生成するだけである｡新し

いスレッドを生成するにはシステム関数 DosCreateThreadを呼び出すか,

C言語のライブラリ関数_beginthreadを呼び出すことによって可能である｡

後者を使う場合はメモリモデルとしてラージモデルを利用する必要があり,私

としてはなるべくスモールモデルでプログラミングを行いたいので,前者を利

用することにした｡リス トボックスからのメッセージにより関数 Start-

Sessionが呼び出されスレッド用スタックなどの領域を確保し必要なデータを

初期化し,その後,システム関数 DosCreateThreadを呼び出す(図.2参照)｡

システム関数 DosCreateThreadの引数は生成するスレッド (スレッドと

言っても見かけは普通の関数と同じ)のアドレス,スレッドIDを受け取る変

数のアドレス,スタック領域のアドレスである｡ここで少しだけ注意するとこ

ろがある｡システム関数DosCreateThreadの第1引数でアドレスを指定す

る関数は引数を持っことが出来ない,とマニュアルではなっている｡しかしな

がら文献 [1]に習って,強引にスタックに引数を入れ,それを使う関数も引

数を取るように定義しておくと実際はうまく行くようである (コンパイラをだ

ますために少し細工は要るようだが !)｡別スレッドStartThreadでは引数

から始動すべきプログラム情報を獲得しシステム関数DosStartSessionでプ

ログラムを始動させ,その後このスレッドが利用したスタック領域を解放する

ようにメッセージをメインスレッドにポスト(WinPostMsg)し,自分自身

だけを終了させる｡このようにプログラムしておくと,スレッドStartThread

はメインスレッドより優先権が1レベル低いためメインスレッドに処理しなけ

ればならない仕事が残っている間はメインスレッドを先に実行する｡すなわち

ユーザーの入力処理が待たされることはない｡

さて,別スレッドStartThreadを生成する毎にそれ用のスタック等の領域

を確保しなくてはならない｡別スレッドをいくつ生成するかはあらかじめ分か

らないことと,共通の資源であるメモリを有効に利用するめに,別スレッドを

生成する毎に領域を確保し,スレッドが終了すれば解放することが望ましい｡
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USHORTStartSession(HUNDhwnd)

t

VOIDFAR 紬ummy;

/‡スレッド用スタックなどの領域確保 ‡/
/事構造体DOSSTARTDATAの初期化 事/

dummy=(VO柑 FAR辛)StartThread;
DosCreateThread((PFNTHREAD)dummy,&(PDosStData->tid),stack);
returnVALID;

)

VOIDFARStartThread(PDOSSTARTDATApDosStData)
〈

DosStartSession(a(PDosStData->stdata),a(PDosStData->idSession),
&(PDosStData->pid)),'

UinPostMsg(PDosStData->hwnd,WM-MYMESSAGEIFREE,
MPFROMSHORT(pidinfo.tid),MPFROMSHORT(PDosStData->pData));

DosExit(EXIT_THREAD,0);

)

VOLDSuspendAllThread(VOID)

t

MEME事LOCK*pMemBlock;

DOSSTARTDATA *PDosStartE)ata;

DosEnterCritSec();

for(pMemBlock=PStartData;PMemBIock;
PMemBlock=(MEMBLOCK*)(PMemBIock->ppChar))

i
pDosStartData=(DOSSTARTDATA*)pMemBlock->Char;
DosSuspendThread(pOosStartData->tid);

)

DosExitCritSec();

〉

図.2 スレッドの生成､実行中断

467,

そのために別スレッドStartThread終了間際に作成者のメインスレッドに確

保してくれたメモリがもう不要になる由を伝えれば良い｡細かい話になるが,

メッセージを送るには2個のシステム関数 WinSendM sg と W inPostM sg

があり,関数 StartThreadではWinPostM sgを利用している｡それはスレッ

ドStartThread はメインスレッドm ainのようにシステム関数 W inCreate

M sgQueを呼び出してメッセージキューを作成していないので W inSend-

M sgを利用できないためである｡WinSendM sg は送付したメッセージの処
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理が終わるまで呼び出し元へ戻ってこないが,WinPostMsgはメッセージを

送付先のメッセージキュ-に入れたらすぐに戻ってくる｡さて,最後にメイン

スレッドが別スレッド用に確保したメモリを解放するときに若干の問題点が残

る｡別スレッドが終了する前にこのスレッド用に確保したメモリを解放してし

まうと最悪の場合暴走してしまう｡ また,確保したメモリを解放する必要があ

るのは別スレッドがもう自分は終了するから解放せよ,という場合のはかに

ユーザーがプログラム自体を終了する時の後処理の場合もある｡前者の処理は

図.3の C1ientWndProcのメッセージ WM_ M YMESSAGE_ PREE の

所,後者の処理はメッセ-ジW M_ DESTROY の所で行っている｡どちら

MRESULTCALLBACKClientUndProc(HUNDhnd,USHORTmsg,MPARAMmpl,MPARAMmp2)
〈

sIJitch(msg)(

caseUM_COMMAND:
svitch(COMMANDMSG(&msg)->cmd)

(

caseIDMIABOUT:/‡必ず処理するようにする ‡/
UinDlgBox(HUND-DESKTOP,hwnd,

AboutDlgProc,(HMODULE)NULL,
FDD_ABOUT,NULL);'

return0;
CASE_REPLY_HELP_AAB_MSG
/*UM_COMMANDメッセージ処理文中に入れる 事/
I

break;

CASEIREPLY_HM_MSS
/*メッセージ処理文中(一番外のswitch)に入れる ‡′

caseUMIMYMESSAGE_FREE:
DosSuspendThread(SHORTIFROMMP(mpl));

PStartData=(MEMBLOCK辛)MemFree(PStartData,
(CHAR辛)SHORTIFROMMP(mp2));

｢eturn0;

caseUM_DESTROY:
SuspendAlIThread();
i千(PStartData)
MemFree(PStartData,NULL);

return0;
)

return uinDefUindowProc(h nd,msg,mpl,mp2);
)

図.3 ウィン ドウプ田シージャClientWndProc
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もメモリを解放する前に利用者であるスレッドをシステム関数DosSuspend

Threadで中断し,この後メモリを解放している｡これでプログラムが暴走し

てしまう心配はないOメッセ-ジWM_DESTROY処理中に呼び出してい

る関数 SuspendAllThreadではスレッドを中断する前後でシステム関数

DosEnterCritSecとDosExitCritSecを呼び出している｡この2個の関数

呼び出しの間に書かれている処理は他のスレッドによって中断されない｡

以上のようにマルチスレッド化したことによる実際の効果は次のようであ

る｡バックグラウンドで実行,実行時最小化しない,と設定しておいてから,

例えば,マウスをシステムメニューボックスの所に移動させておき,CMD

EXEにカーソルを移動し素早くリターンキーを10回押す｡その後また素早く

マウスをダブルクリックし終了してもよいかの質問に対してリターンキーを押

しはいと答える｡画面には2,3個の今始動させたCMD.EXEのアイコン

が残り,STARTFUL.EXEはすでに終了している｡これによりCMD.

EXEを始動させるスレッドStartThreadを10回作成したが,優先権が1レ

ベル高いメインスレッドがユーザーからの終了要求を処理するまでに2,3個

のStartThreadが CMD.EXEを始動することができ,その他は途中で中

断させられたことが分かる｡マルチスレッド化していない場合はCMD.E支E

が10個始動されるまでSTRTFUL.EXEが終了することはないoこの例は

多分に窓意的なものであるが,時間のかかる処理を間違って実行させてしまっ

てからそれを取り消したくてもその手段がなく長い時間待つ羽目に陥ったユー

ザーならこのマルチスレッド化の有用性は納得して頂けると思う｡

3.ヘ ル プ

ソフトウェアを利用している時,途中で操作法が分からなくなって困った,

等ということは誰でも経験することと思われる｡その時まさに困っている場面

のヘルプがあったらどんなにソフトウェアが使いやすくなるであろうか?ここ

では,このヘルプ機能を如何にすれば実現できるかを説明する｡現在,日本語

MSOS/2はVer.1.21になっているが,私がヘルプ機能を最初に実現しよ
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うとした5カ月ぐらい前はVer.1.1であった｡Ver.1.1の時には無かったヘ

ルプマネージャと呼ばれるものがVer.1.21には組み込まれており,ヘルプを

実現する労力が大分軽減されている｡ここではヘルプマネージャを使わない方

法と使う方法の両方を説明する｡Ver.1.21のヘルプマネージャを使う方が目

次や-イパーテキストを利用できる等の利点があるが,ヘルプを関連付けた

ウィンドウをヘルプウィンドウの前面に持ってきたりヘルプウィンドウをアイ

コンにできない欠点がある｡

ユーザーはヘルプを必要とする時に<f･1>キーを押したり,ヘルプボタ

ンがあればマウスでそれをクリックする｡この動作を感知してその時にキー入

力を待っていたウィンドウに関するヘルプを表示すればよいわけである｡通常

では<f･1>キーを押したりMIS_HELPスタイルを持っメニュー項目

(メニューバーの右端にある ｢F1-ヘルプ｣)をマウスでクリックすると,

その時にキー入力を待っていたウィンドウにWM_HELPメッセージが送付

される｡また,ヘルプボタンをクリックするとボタンのオーナーウィンドウへ

WM_HELPメッセージが送付されるoそこで,ヘルプを処理したいウィン

ドウプロシージャにWM_HELPメッセージの処理として適当なヘルプを表

示するようにプログラムすればよい｡しかしながら各ウィンドウプロシージャ

でWM_HELPを処理する方法ではメニュー項目に対するヘルプを処理する

ことができない｡メニュー項目に対するヘルプを処理するためにはヘルプフッ

クと呼ばれるものを利用しなくてはならない｡ヘルプマネージャを利用しない

｢方法 1｣もヘルプマネージャを利用する ｢方法2｣も共にヘルプフックを利

用している｡｢方法 1｣ではヘルプフックを直接利用し,ヘルプを表示するウィ

ンドウを自分で作る必要があるためプログラムの中心はこのウィンドウの管理

であり,全ての場合に対するヘルプを準備することとヘルプを利用し易くする

こと等に関しては対処していない｡それに対して ｢方法2｣ではヘルプフック

を利用している部分は我々ユーザーには隠されており,全ての場合に対するヘ

ルプを準備でき,さらに細かい点にも配慮がなされている｡ただ,最初にも述

べた通り,ヘルプウィンドウが背面に移動しないこと,アイコン化出来ないこ
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とが私には欠点と思われる｡以下, ｢方法 1｣に関してはヘルプウィンドウの

管理を中心に, ｢方法2｣ではヘルプマネ-ジャの利用法を中心に述べる｡

｢方法1｣

方法 1ではメニューとメッセージボックスのヘルプにヘルプフックを利用

し,それ以外は各ウィンドウプロシージャでWM_HELPを処理することで

対応している｡また,ダイアログボックスでは1つのヘルプしか表示できずそ

の子ウィンドウのヘルプには対応していない｡先ずmain関数でメッセージ

ループへはいる前にヘルプフックを設定しておく｡ (図.4参照)

WinSetHook(hah, hmq, HK_HELP,(PFN)HelpHook,

NULL);

こうしておくと,例えば,メニュー項目を矢印キーで選択して<f･1>キー

を押すとその情報が4番目の引数に指定してある関数 HelpHookへ送られ

るOメッセージループが終了したら

WinReleaseHook(hah,hmq,HK_HELP,(PFN)HelpHook,

NULL);

と設定を無効にしておく｡関数HelpHook(図.4参照)ではヘルプ要求がメ

ニューからか処理すべきメッセージボックスからかを判断しその場合には

WinSendMsg(hwndHelp, WM MYMESSAGE HELP

OPEN,MPFROMSHORT(idHelp),NULL);

と表示すべきヘルプ内容を区別するidHelp(この場合はメニュー項目の識別子

またはメッセージボックスの識別子)を含むメッセージWM_MYMESSAGE

HELP_OPEN (表示要求を意味するユーザー定義のメッセ-ジ)をヘルプ

を表示するウィンドウに送付する｡その他ヘルプを付けるウィンドウ (クライア

ントウィンドウ,ダイアログボックス等)でも,図.4のC1ientWndProcのよ

うにWM_HELPメッセージの処理として適当なidHelpを指定して

WinSendMsg(hwndHelp,WM_MYMESSAGE_HELP_OPEN,

MPFROMSHORT(idHelp),NULL);
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#includenHELPUND.H"

MRESULTCALLBACKClientUndProc(HtJNDhwnd,USHORTmss,MPARAMmpl,MPARAMmp2);

BOOLCALLBACKHelpHook(HADhah,USHORTusMode,USHORTidTopic,
USHORTidSubTopic,PRECTLpreposition);

USHORTmain(VOID);

USHORTmain(VOID)I

hab=Uinlnitialize(0);
hmq=UinCreateMsgQueue(hah,0);
UinRegisterClass(hah,szClientClass,ClientUndProc,CS-SIZEREDRAU,0);
hwndFrame=UinCreateStdUindotJ(HUND_DESKTOP,OL,

&flFrameFlags,szClientClass,
NULL,OL,NULL,lD_RESOURCE,
&hndCIient);

if(hl州dFrame==NULL)
t

UinDestroyMsgQueue(hmq);
UinTerminate(hab);

returnl;
〉

if(!(hwndHelp=CreateHelpUindow(hah,hwndFrame)))′‡ヘルプ画面の生成 ‡′
t

UinMessageBox(HUND_DESKTOP,HUND_DESKTOP,
''ヘルプがインストール出来ません !'',
szClientClass,0,
Ⅷ_OKIMB_ICONEXCLAMAT10N);

UinDestroyUindow(hndFrame);

UinDestroyMsgQueue(hmq);
tJinTermimate(hah);

returnl;
)

tJinSetHook(hah,hmq,HK_HELP,(PドN)HelpHook,NULL);/事ヘルプフック設定 ‡/
uhile(UinGetMsg(hah,&qmsg,NULL,0,0))

UinDispatchMsg(hah,&qmsg);
uinReleaseHook(hah,hmq,HK_HELP,(PFN)HelpHook,NULL);/‡ヘルプフック破棄 */
DestroyHelpUindow(hwndHelp);/‡ヘルプ画面の破棄 ‡/
UinDestroyUindotJ(hwndFrame);
UinDestroyMsgQueue(hmq);
UinTermimate(hah);

return0;
〉

MRESULTCALLBACKClientUndProc(HUNDhwnd,USHORTmsg,MPARAMmpl,MF)ARA‖mp2)(

sIJitch(msg)〈
caseUM_HELP):

WinSendMsg(hwndHelp,UM_MYMESSAGE_HELP_OPEN,
MPFROMSHORT(lD_HELP_川TRO),NULL);

return0;
‡

図.4 (つづく)
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returnUinDefUindoIJProc(hwnd,ms名,mPl,mp2);
〉
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BOOLCALLBACKHelpHook(HADhah,USHORTusMode,USHORTidTopjc,
USHORTidSubTopic,PRECTLpreposition)

(

suitch(usMode)
t
caseHLPM_MENU:
stJitch(idTopic)

i

case川M_SET/‡トップレベルメニューのid辛/:
shlitch(idSubTopic)

〈
CaseOxFFFF:

/寺caseサブメニューのid*/
caseIDM_ADD_FROG:
caseトDM_REV_FROG:
caselDM_DEL_FROG:
caseJDM_BACK:
CaseJDM_MIN.I
CaseJDM_ABOUT:
caseSC_CLOSE:
uinSendMsg(hwndHeIp,

UM_MYMESSAGE_HELf)_OPEN,MPFROMSHORT(idSubTopic),NULL);
｢eturnTRUE;

)
〉

break;
caseHLPM_MNDOV:
switch(idTopic)

〈

caseMB_lDlt)ELETEPROGRAM/‡メッセージボックスのid*/:
UinSendMs苫(hlJndHelp,W_MYMESSAGE_HELP_OPEN,

MF'FROMSHORT(idTopic),NULL);
returnTRUE;

〉
)

returnFALSE;
〉

図.4 方法1のTEMPLATE.C

とする｡

残っているのはヘルプを表示するウィンドウ (hwndHelpが意味するもの)

を作成することである｡このウィンドウの作成と破壊は図.4の

hwndHelp - CreateHelpWindow(hah,hwndFrame);

DestroyHelpWindow (hwndHelp);

であるとこれらの実際の内容とこのウィンドウの動作を次に述べる0
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♯include''MYHELP.H''

MRESULTCALLBACKHelpUndProc(HUNDhwnd,USHORTmss,MPARAMmpl,MPARAMmp2);
MRESULTCALLBACKHelpTextUndProc(HUNDhwnd,USHORTms苦,MPARAMmpl,MPARAMrnp2);
HUNDCreateHelpUindow(‖ADhah,HUNDhwnd);
BOOLDestroyHelpUindow(HIJNDhwnd);

typedefstruct
〈

USHORT id;

PCHAR Title;
)HELPITEM;

HUNDCreateHelpUindow(HADhah,HUNDhwnd)t
habSaved=hah;
uinRegisterClass(hah,szHelpClass,HelpUndProc,CS_SIZEREDRAtJ,siZeOf(HWND));
UinCreateStdUindow(HUND_DESKTOP,OL,

&flHelpFrameFlags,sZHelpClass,
NULL,US_CLIPCHJLDREN,(HMODULE)NULL,

lD_HELP_RESOURCE,&hwndHelp);
UinSetUindowPtr(hwndHelp,0,hwnd);
returnhundHelp;
i

BOOLDestroyHelpUindow(HUNDhtJnd)(
returnUinDestroyUindow(UinQueryUindotJ(h州d,QU_PARENT,FALSE));
〉

MRESULTCALLBACKHelpTextWndProc(仙NDhwnd,USHORTmss,MPARAMnpl,MPARAMmp2)(
switch(msg)t

caseVM_CREATE:
/*水平及び垂直スクロールバーの作成 ‡/
｢eturn0;

caseUMISIZE:
/事スクロールバーの位置と大きさの変更 寺/

/iスライダーの位置決め ‡/
/‡スクロールバー表示非表示の変更 ‡′

｢eturn0;
caseUM_HSCROLL:
/*水平スクロールバ-からのメッセージの処理 ‡/
/‡表示画面のスクロール等 手/
return0;

caseWM_VSCROLL:
/*垂直スクロールバーからのメッセージの処理 ‡/

/*表示画面のスクロール等 */
｢eturn0;

caseUM_MYMESSAGEHELPOPEN:
idHelp=(SHORTIFROMMP(mpl)); /‡ヘルプのIDa/
if(DosGetResource((HMODULE)NULL,

JDT_TEXT,idHelp,&selResource))

図.5 (つづく)
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〈
idHelp=lD_HELP_lNTRO;
DosGetResource((HMODULE)NULL,IDT_TEXT,

ZD_HELPJNTRO,&se7Resource);
)

/事読み込んだヘルプテキストの行数と最大桁数を計算 ‡′
/事必要な画面の大きさを求めスクロールバーの表示非表示 ‡/
/*スライダーの位置の決定 ‡/
/*クライアントウインドウの描画要求 事/

return0;
caseUM_CHAR:
/*矢印キー人力の処理 車/
b｢eak;

caseUM_PA川T:
/事クライアントウインドウへヘルプテキストを表示する */

return0;
i

caseUM_DESTROY:
/‡後処理 */

return0;
)

returnlJinE)eflJindoIJProc(hwnd,msg,mpl,mp2);
〉

MRESULTCALLBACKHelpUndProc(HUNDhwnd,USHORTmss,MF'ARAMmpl,MPARAMmp2)t
switch(mss)(

caseUM_CREATE:
/*ヘルプテキストを表示するウインドウを作成 */
/‡ヘルプ索引を表示するリストボックスを作成 ‡/
/*この2つは重なっておりどちらか一方のみを表示する 事/
/*リストボックスに索引を記入する ‡/
return0;
)

caseuM_MYMESSAGE_HELP_OPEN:/‡ヘルプの要求 事/
/*ヘルプを終了するときにアクティブにするウインドウを調査 ‡/
/事ヘルプ画面を可視状態にする 事/

jf(SHORTIFROMMP(mpl)==LD_‖EL㌣_LNDEX)/‡ヘルプの索引 ‡/
〈

/‡ヘルプ索引を表示するリストボックスを ‡/
/*ヘルプテキストを表示するウィンドウの前面に移動 */
/*リストボックスにキーボードフォーカスを設定する 事/

return0;
)

etse/辛SHORTIFROMMF)(mpl)はヘルプID辛/
〈

/*ヘルプテキストを表示するウィンドウを ‡/
/*ヘルプ索弓トを表示するリストボックスの前面に移動 ‡/
/*テキスト表示画面にキーボードフォーカスを設定し ‡/
/*同じメッセージを送付 */
return0;
)

図.5 (つづく)
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caseUM_SIZE:
/‡ヘルプテキストを表示するウインドウ位置と大きさを変更 ‡/
/*ヘルプ索引を表示するリストボックス位置と大きさを変更 ‡/
return0;

caseUM_CONTROL:
/‡リストボックスの選択された索引項目を調べ */
/‡対応するヘルプテキストを表示させる｡ 辛/
break;

caseUM_COMMAND:

switch(COMMANDMSG(&msg)->cmd)
〈

caselDM_HELP_EXIT:
UinSendMsg(hwnd,tJM_CLOSE,NULL,NULL);
｢eturn0;

caselDM_HELPJNDEX:

UinSendMsg(hwnd,UM_MYMESSAGE_HELP_OPEN,
MPFROMSHORT(JD_HELPJNDEX),NULL);

return0;
b｢eak;
)

b｢eak;
caseUMICLOSE:
/*ウインドウを不可視状態にし ‡/

/‡ヘルプが要求される前にアクティブであったウインドウを ‡′
/‡アクティブにする｡実際には終了しない i/
｢eturn0;

)
return UinDefUindowProc(h nd,mss, mpl,mp2);
〉

図.5 方法1のMYHELP.C

/‡ヘルプをインストールする場合以下をリソース定義ファイルに追加する */
‡include''HELPUND.H''

/‡ヘルプの内容 ‡/

/*各ヘルプの内容をファイルに書き､そのヘルプを起動するときの */
/*uinSendMsg(hundHelp,UM_MYMESSAGE_HELP10PEN,MPFROMSHORT(jd),NULL);*/
/*のidとそのファイル名を以下のように ‡/

/辛｢RESOURCEIDT_TEXT｣の後にスペースで区切って並べる ‡/
/‡アプリケーションの概要は必須で､そのidはID_HELPJNTROとする ‡/
/*ヘルプの索引はファイル｢HELPUND.H｣で記述する ‡/

RESOURCE IDT_TEXT ID -HELP-川 TRO hetptmpO.asc /‡この行は必要 ‡/

図.6 方法1のTEMPLATE.RC
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図.8で<f･1>キーを押すかメニュー項目 ｢F1-ヘルプ｣をマウスでク

リックすると図.9のようなヘルプウィンドウが現れる｡ クライアントウィン

ドウにはヘルプテキストが表示されている｡メニュー項目は｢終了｣と ｢索引｣

があり, ｢終了｣を選択すると,ヘルプウィンドウが消え, ｢索引｣を選択す

ると,図.10のようなリストボックスがヘルプテキストにかわってクライアン

トウィンドウに現れる｡リストボックスで索引項目を選択すると,リストボッ

クスにかわって選択された項目に対するヘルプテキストがクライアントウィン

ドウに表示される｡リストボックスに入れる索引項目とヘルプテキストはユー

ザーが準備する必要がある｡このように簡単なものであるが,それを実現する

のが図.5のプログラムである｡

先ず,関数CreateHelpWndで図.9のようなフレームウィンドウを作成す

る｡ そのクライアントウィンドウのウィンドウプロシージャHelpWndProc

は自分と同じ大きさのウィンドウを2個作成する｡1つはウィンドウテキスト

を表示するウィンドウプロシージャHelpTextWndProcを持っウィンドウで

あり,もう1つは索引を表示するリストボックスである｡HelpWndProcの

主な仕事はヘルプの要求メッセージ WM_MYMESSAGE_HElJP

OPENをそのidHelpの値に応じて自分の子ウィンドウに振り分けることで

ある｡索引要求の場合はリストボックスをヘルプテキストを表示するウィンド

ウの前面へ移動させる｡それ以外のヘルプ要求の場合はヘルプテキストを表示

するウィンドウをリストボックスの前面へ移動させ,自分に送られてきたメッ

セージをそのままHelpTextWndProcへ送付し,テキス トの表示を要求す

る｡また,HelpWndProcへの終了要求 (システムメニューボックスの終了

を選択した場合などに発生する)はヘルプウィンドウを非表示とするだけで実

際には終了させない｡

次は実際にヘルプテキストを表示するHelpTextWndProcの動作を見てみ

る｡第1の問題点はユーザーが作成するヘルプテキストをどのように管理する

かである｡ここではユーザー定義のリソースとして扱うことにした｡先ず,1

つのヘルプ毎に1つのファイルを準備し,そのファイルにヘルプテキストを書
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/*配列 aHelpltemの内容以外変更不可 ‡/

#define lD_HELP_RESOURCE 1000
‡define JDM_HELP_EXIT 1050
8define lDM_HELP_lNDEX 1051

♯define lDS_HELP_TITLE 1060
#define 柑T_TEXT 2048

8define UM_MYMESSAGE_HELP_OPEN (UM_USER+1000)
#define ID_HELP_川TRO 4000
‡define ID_HELP_川DEX 4001

HUNDCreateHe]pUindoIJ(HAD,HUND);
BOOLDestroyHelpUindow(仙ND);

typedefstruct
(

USHORT id;
PCHAR Title;
)HELPITEM;

/‡ヘルプの索引を作成する場合は 事/
/‡配列の内容を変更すること ‡/

HELPITEMaHelplteml]=
(

/*｢id,''索引の項目名'',｣の様に記述すると､ i/
/*索引で ｢索引の項目名｣を選択するとリソース定義ファイル(*.rc)で ‡/

/*RESOURCEIDT_TEXTjdfHe.nan*/
/寺と定義されているファイル file.namを表示する */
/*例えば､｢lD_HELP_lNTRO,"ヘルプ''｣と記述する 事/

lDM_ADt)_FROG,'ワ ログラムの追加",

IDMIREV_FROG,''プログラムの変更'',
JDM_DELPROG,''プログラムの削除'',
lDM-BACK,"バックグラウンドで実行''
lDM_MIN,"実行時最小化'',
lD_HELP_川TRO,''ヘルプ'',
NULL

);

/事最後はNULLで終わること ‡/

図.7 方法1のHELPWND.H
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図.8 メインウィンドウ (｢方法 1｣)

図.9 ヘルプウィンドウ (｢方法 1｣)
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図.10 ヘルプウィンドウ (索引)(｢方法 1｣)

き込む｡これは通常のアスキーファイルである｡ これらをリソース定義ファイ

ルにユーザー定義のリソースとして定義しておく｡ その際,識別子としてメ

ニュー項目のヘルプにはその項目の識別子を,メッセージボックスのヘルプに

はメッセージボックスのウィンドウの識別子を,その他のウィンドウのヘルプ

には一意となるように適当な識別子を付けておく｡ この識別子がメッセージ

WM_MYMESSAGE_HELP_OPEN と共に送られてくるidHelpであ

る｡HelpTextWndProcはidHelpの値のユーザー定義のリソースを

DosGetResource((HMODULE)NULL,IDT_TEXT,idHelp,

&selResource);

で読み込んで,表示すればよい｡しかしここでまた問題が生じる｡表示するウィ

ンドウの大きさは変化するし,表示すべきヘルプテキストの行数及び桁数も変

化する｡ここではユーザーがファイルにヘルプテキストを書いたそのままを表

示することにした｡すなわち,改行マークまでを1行としたのである｡そのた

めウィンドウの大きさが小さすぎてヘルプテキストが入りきらないときには,



MSOS/2PMのプログラミングについて 481

図.11 バックグラウンドへ移動したヘルプウィンドウ (｢方法 1｣)

水平垂直スクロールバーを表示し対処した｡図.6及び7でヘルプテキストが

書いてあるファイルをユーザ-定義のリソースとして定義する方法,及び,秦

引項目の定義の仕方を例示した｡

以上が ｢方法1｣の大体の概略である｡図.9のヘルプウィンドウをバック

グラウンドへ持って行ったのが図.11である｡私にはこのようにヘルプ画面が

後ろに隠れるのが便利なように思われる｡ ｢方法1｣では普通にヘルプ画面の

フレームウィンドウを作ったのだから,ヘルプ画面が後ろに隠れない｢方法2｣

ではそうしない何か特別な理由があるのかも知れない｡

｢方法2｣

次にVer.1.21で利用できるようになったヘルプマネージャの最小限の機能

を利用する方法を述べる｡ヘルプマネージャもヘルプフックをその内部で利用

しているので,ヘルプマネージャを利用する場合はWM_HELPメッセージ

を処理する時は処理後に必ずデフォル トのウィンドウプロシージャWin-
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DefWindowProcを呼び出す,等の注意が必要である｡ヘルプマネージャを

利用するにはヘルプインスタンスの作成と破棄,ヘルプインスタンスへのヘル

プ表示要求,ヘルプインスタンスからの要求への返答,の手続きが必要であり,

その必要最小限の部分をカプセル化したのが図.12の関数,図.13のマクロであ

る｡これらを実際に利用しているのが図.1のmain関数及び図.3のウィン

ドウプロシージャC1ientWndProcである｡main関数ではヘルプインスタ

ンスの作成と破棄のところ,ClientWndProcではCASE-REPLY_HEL

P_AAB_MSGとCASE_REPLYーHM_MSGのところで利用してい

る｡それぞれのヘルプテキストのことはヘルプパネルと呼ばれているが,残り

は,実際のヘルプパネルの内容とヘルプが要求された時どのヘルプパネルを表

示するかの対応付けである｡後者の対応付けは図.14のようにリソース定義ファ

イルの HELPTABLE文,HE工JPITEM 文,HELPSUBTABLE文,

HELPSUBITEM文で行う｡ ヘルプを表示したいのはメニュー,クライアン

トウィンドウの子ウィンドウであるリストボックス,ダイアログボックス,

メッセージボックスである｡先ず,HELPTABLE文中のHELPITEM文

にこのことを指定する｡例えば,

HELPITEM ID RESOURCE,SUBTBL MAIN MENU,

GENERAL HP

はメニューとリストボックスでヘルプの要求があった場合は識別子SUBTBL

MAIN_MENUのHELPSUBTABLEを参照し,拡張ヘルプパネルと

してはGENERAL_HPを利用することを表している｡また,

HELPITEM MB ID DELETEPROGRAM,SUBTBL DE

L MBOX,DELETE HP

はMB_ID_DELETEPROGRAMのメッセージボックスでヘルプの要求

があった場合は識別子 SUBTBL_DEL_MBOXのHELPSUBTABLE

を参照し,拡張ヘルプパネルとしてはDELETE_HPを利用することを表し

ている｡ この拡張ヘルプパネルはヘルプを要求した子ウィンドウのヘルプパネ

ルが見つからない場合に表示されるヘルプパネルである｡次に HELp-
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#definefNCLMN

#include<os2.h>

♯include''MYHELP.H''

#includeHMYHP.Hn

HUNDhwndHe7plnstance=NULL;

/‡ヘルプ用ヘッダファイル ‡/
/*ヘルプパネル識別子のヘッダファイル */

/‡標準的なヘルプインスタンスを作成しフレームウインドウに関連付ける ‡/
BOOLlnitHelp(HADhah,HUNDhwndFrame)〈
HELP川tTstHMfnit;

st肘Hnit.cb

stHMtnit.ulReturnCode

stHMlnit.pszTutoriaIName

stHMlnit.phtHelpTable

stHmnit.hmodHelpTableModuTe
stHMlnii.hmodAcce)ActionBarModule

stHMlnit.idAccelTable

stHMlnit.idActionBar

stHMInit.pszHeTpUindowTitle
st肘‖∩it.usShowPaneHd

stHMl∩it.pszHelpLib｢aryName

=siZeOf(HELPINJT);
=OL;
=NULL;
=MAKELONG(MY_HELP_TABLE,Oxffff);

=(HMODULE)NULL;
=(HMODULE)NULL;
=0;
=0;
=MY_什ELP_UlNDOW_TfTLE;

=CHIC_HJDE_PANELlD;
=MY_HELP_LlBRARY;

if(!(bndHelplnstance=UinCreateHelpLnstance(hah,&stHMlnit)))
t

return FALSE;

)

if(!UinAssociateHelpInstance(hndHelplnstance,hwndFrame))

〈

｢eturnFALSE;

)
)

/*ヘルプインスタンスへのメッセージの送付(ヘルプメニューの処理時に利用)辛/
VOIDSendHelpMsgくUSHORTusMsg)(

LJinSendMsg(hlJndHelpJnstance,usMsg,0,0);
〉

/‡ヘルプインスタンスを破棄するときの後処理 ‡/
VO.DTerminateHelp(rlUNDhwnd)〈

if(hundHelplnstance)

‡

UinAssociateHelplnstance(NULL,hwnd);

WinDestroyHelprnstance(hwndHelplnstance);

〉
〉

図.12 方法2のMYHELP.C

483
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/手下のタイりレ及びライブラリ名を適当に修正すること */

#defineMY_HELP_UINDOU_TITLE"STARTFUL:ヘルア'/‡ヘルプウインドウのタイトル ‡/
#defineMY_HELP_LJ8RARY''MyHELF'.HLP'' /巷ヘルプライブラリ名 */

#definelDM_ABOUT
#definelDM-HELP
♯definelDM_MSPLAY_HELP
#definelDM_EXT_HELP
#defineJDM-KEYS_HELP

#defineIDMllNDEXIHELP

O
1
2
3
4

5

0
0
0
0
0

0

9
9
9
9
9

9

4
4
A
T
A
7
4

4

/*ヘルプメニューのマクロ (リソース定義ファイルで利用) 辛/
#defineHELP_SUBMENU
SUBMENU"ヘルプ(¥036日¥037Jl)",JDM_HELP

〈
MENU汀EM"ヘルプのヘルプ(‡036岬037へ).‥",
MENUtTE…"拡張ヘルプ(¥036E¥037力)...'',
MENUITEM〃キーのヘルプ(YO36K¥037キ)...'',

MENUITEM''ヘルプ索引(¥036J!037サ)...",
MENUITEMSEPARATOR

MENUITEM"プロフィール(¥036B¥0370)‥.'',
)

/*上のヘルプメニューを処理するマクロ */
/‡ウィンドウプロシージャのUM_COMMANt)を処理する部分で利用 ‡/
♯define CASE_REPLY_HELP_AAELMSG ¥
caselDM_MSPLAY_‖EL㌣: ¥

SendHelpMsg(HM_DISPLAY_HELP); ‡
return0; ¥

caselDM_EXT_HELP: !

SendHelpMsg(HM_EXT_HELP); ¥

return0; ¥

caselDM_川DEX一日ELP: ¥

SendHelpMsg(HM_HELPJNDEX); ¥

return0; ¥
caselDM_KEYS_HELP: ¥

SendHeIpMsg(HM_KEYS_HELP); ¥

return0;

IDM_DISPLAY_HELP
IDM_EXT_HELP
IDM_KEYS_HELP
IDM_lNDEX_HELP

lDMABOUT

/事ヘルプマネージャからのキーのヘルプのヘルプパネルの要求に答えるマクロ */
#defineCASE_REPLY_HM_MSG ¥
caseHM_QUERY_KEYS_‖EL㌣:

return(MRESULT)KEYS-HELP_HP;

BOOL InitHelp(HAD,HUND);
VOID TerminateHelp(HUND);
VOJD SendHeIpMsg(USHORT);

¥
1
V
T
yT
y
T
VT
yT
VTV
T
¥
1

図.13 方法2の MYHELP.H
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/手このファイルにベルプテーブル等を定義する */

#includeHMYnP.Pn

HELF)SUBTABLESUBTBLMAIN_MENU
(
HELPSUBITEN
HELPSUBlTEM
HELPSUJiJTEN
HELPSUBITEN

HELPSUBITEM
HELPSUBITEN
HELPSUBITEM
HELPSUBITE…
HELPSUBITEM
HELPSUl‡lTEM
HELPSUBITEN
HELPSUBITEN
HELPSU8fTEM
HELPSUl‡ITEM

)

HELPSUBTABLE SUBTBLDELMBOX
(

HELPSUBITEN

i

HELPTABLEMY_HELP_TABLE
f
HELPITEM
HELPITEM
HELPけEM
tIELPITEM
HELPfTEM
HELPITEM

)

lDM_SET,
柑M_ADD_FROG,
JJ)M_REV_FROG,
tDM_DEL_FROG,
rDM_BACK,
lDM_MIN,
SC_CLOSE,

JDM_HELP,

-1,-1

SET_AAB_HP
ADD_PROG一日P
REV_PROG_HP
DELPROG_HP

BACK_HP
MIN_HP
EXIT_HP
lはLP_AAELHP

lDM_DISPLAY_‖EL㌣,HELPONHELP_MENU_HP
IDM_EXT_HELP, EXTHELP_MENU_HP
IDM_KEYS_HELF),KEYS_MENU_HP
IBM_lNDEX_HELP,INDEX_MENU_HP
IDM_ABOUT, A80UT_HP
IDLMYuST, GENERALHF)

IDIRESOURCE, SUBTBLMAIN_MENU, GENERALHP
lDD_ABOUT, SUBTBLABOUT_DIALOG, ABOUT_HP
JDD_ADD_FROG, SUBT8LADD_FROG_DJALOG,ADD_PROS_DJALOG_HP
IDD_REV_FROG, SUBTBL_REV_FROG-DlALOG,REV-FROG_I)lALOG_HP
lDD_END, SUBTBLEND_DiALOG, END_HP
MBJD_I)ELETEPROGRAM, SUBTBLDEL_MBOX,DELETE_HP

図.14 方法2の MYHELP.RC

SUBTABI.E文のHELPSUBITEM文で最終的な対応関係を与える｡ 例え

ば,上記の識別子 SUBTBL_MAIN_MENUの HELPSUBTABLE文

中の

HELPSUBITEMIDM ABOUT,ABOUT HP

は,IDM_ABOUTで表示されているメニュー項目 ｢プロフィール｣にカ-

ソルがあった時にくf･1>キーが押されヘルプ要求があった場合にヘルプパ
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ネルABOUT_HPを表示せよ,という意味である｡また,

HELPSUBITEMIDL MYLIST,GENERAL HP

は,図.16の時に<f･1>キーが押されヘルプ要求があった場合にヘルプパネ

ルGENERAL_HPを表示せよ,という意味である｡結果は図.17のように

なるOまた,MB_IDIDELETEPROGRAMのメッセージボックスでヘ

ルプ要求があった場合,

HELPSUBITEM -1,-1

を参照して,ヘルプを要求した子ウィンドウのヘルプパネルが見つからないの

で拡張ヘルプパネルDELETE_HPが表示される｡ここには示されていない

#includeHMYHP.Hn

:userdoc.

:body.

:hlres=GENERAL_HP.フルスクリーン用プログラムの始動ヘルプ
:p.フルスクtJ-ン用のプログラムを始動させる
プログラムです｡アイコンエディタで作成した
アイコンを設定することが出来ます｡またバッ
クグラウンドで始動させることも出来ます｡
:p.始動させたいプログラムをリストに追加､
変更､削除するにはまず､ ｢設定｣メニューを
選び､その後

:p. ｢プログラムの追加｣､
:p. ｢プログラムの変更｣､
:p. ｢プログラムの削除｣
メニューを選び､指示に従ってください｡
:p.プログラムを始動させるには､そのプログラ
ムをマウスでダブルクリックするか､カーソル

で選択後リターンキーを押して下さい｡

:p.｢設定｣メニューの
｢バックグラウンドで実行｣

にチェックマークを付けるとプログラムがバッ
クグラウンドで始動きれます｡
:p.｢設定｣メニューの
｢実行時最小化｣

にチェックマークを付けるとプログラムを始動
後､この ｢フルスクリーン用プログラムの始動｣
自身がアイコンに最小化されます｡ただし､
プログラム終了後には復元きれません｡
:ehl.
:euserdoc.

図.15 方法2のMYHELPO.けL
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図.16 メインウィンドウ (｢方法2｣)

図.17 ヘルプウィンドウ (｢方法2｣)
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が,ダイアログボックス中のたくさんのコントロールに対 してもHEl.p-

SUBTABLE文できちんとそれぞれのヘルプパネルに対応させることにより,

簡単に全てのコントロ-ルのヘルプが実現できる.

最後は,実際のヘルプ内容,すなわち,ヘルプパネルの準備の仕方である｡

図.15のようなファイルを準備する｡ ｢:userdoc.｣のように ｢:｣で始まる

ものはブックマスタ タグと呼ばれる書式を制御するものである｡3行目の

｢:body.｣と最後の行の ｢:euserdoc.｣の問に準備する必要がある全ての

ヘルプパネルを入れる｡1つのヘルプパネルは ｢:hl｣で始まり ｢:ehl.｣

で終わり, ｢:hl｣の次にある ｢res-GENERAL_HP.フルスクリーン

用プログラムの始動ヘルプ｣でこのヘルプパネルが GENERAL_HPであ

ること,表示タイトルが ｢フルスクリーン用プログラムの始動ヘルプ｣である

ことを示している｡ここでは詳しく述べないが,文字の色を変えたり,強調表

示させたり,-イパーテキスト化させたり,等を行うタグがある｡このヘルプ

ソースファイルを情報表示コンパイラ (IPFC)にかけることによりヘルプマ

ネージャが利用できるMYHELP.HLPの作成が完了する｡このファイルを

カレントディレクトリか環境変数HELPで指定されているディレクトリへ入

れておけばよい｡

｢方法 1｣は自分でヘルプ機能を実現しようとしたものでありまだ不完全で

あるので,今後は ｢方法2｣によりヘルプを備えることになる｡その際ヘルプ

パネルの表現の統一,･読み易さ,理解のし易さをいかに実現していくかが課題

となる｡

4.おわりに

MSOS/2のプレゼンテーションマネージャ (PM)のプログラミングにお

いてマルチスレッドとヘルプをいかに実現するかについて例を用いて概要の説

明を行った｡マルチスレッド化はユーザーの入力を迅速に処理するためには大

変利用価値のあるものであり,プログラミングは困難になるが,その労に報い
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られるほどの効果があると思われる｡ヘルプに関してはヘルプマネージャの利

用によりヘルプパネルと対応表を準備するだけでよいようになった｡しかしな

がらヘルプパネルの内容に関しては十分に検討を重ねる必要があると思われ

る｡なぜなら,実際にヘルプを利用した時,読もうとする気が起こらないよう

な内容が多いからである｡
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